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テーマ 減農薬作物生産を推進する害虫制御の開拓

－ イネ斑点米の原因となるカメムシの増殖行動 －

発表者 東 政明 鳥取大学大学院 連合農学研究科 教授

概 要 鳥取県の水稲栽培では，アカスジカスミカメの吸汁加害によって生じる斑点米の混入による玄米の品質低
下が問題となっている。農業現場では商品価値の向上だけではなく，水田での農薬散布量の減量も求められてい
る。これらの両立には害虫の水田への侵入を防ぐ効果的な防除を行う必要があり，そのためには水田近辺での発
生動向の解明が不可欠であった。そこで，水田隣接地における本種の発生消長を調査し，その行動特性を探った。

【来場者へのメッセージ】

虫たちの価値観を虫の目線に立って調査する応用昆虫学の現場をご紹介いたします。（利用分野：害虫制御）
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